
Ⅰ　はじめに

　 年代の飲用牛乳流通の特徴を整理すると、従来
飲用牛乳流通市場でその力を発揮してきた乳業の主導
権が低下し、スーパー、コンビニエンスストアといっ
た小売店・量販店の主導権が強化されてきたといえ
る。その結果、飲用牛乳をめぐる乳業間の競争が一層
激しくなってきたと同時に、戦後の飲用牛乳の主要な
流通ルートとして位置づけられていた牛乳宅配店が、
店舗数を大きく減らすこととなった。こうした飲用牛
乳流通経路の変化をもたらした つの要因は、第 に
製品流通上の技術革新である紙容器の普及・定着、第
に紙容器の導入を確実にした新しい流通経路、量販
店の進出、第 に全農が 年に販売した「成分無調
整牛乳」の普及による消費者の牛乳に対する認識の変
化、第 に飲用牛乳市場での乳業間競争の結果、量販
店の主導権が強化されたことがある ）。

　 年代、消費地の組織化は乳業の系列牛乳販売店
によって行われていた。当時の飲用牛乳が牛乳瓶によ
る家庭配達であったため、消費者は各乳業系列の牛乳
販売店から牛乳を購入していた。牛乳の消費量を高め
るためには、多くの牛乳宅配店を組織することが課題
であったが、このことは、消費者を安定的に確保する
ことを可能にし、消費の安定には効果的な手法であっ
た。そして、 年代に入り、牛乳流通上の主導権を
強化・掌握していった量販店は、各量販店の名前を冠
した （プライベート･ブランド）や量販店と乳業の
両方の名前を冠した （ダブル･ブランド）をつく
りながら、乳業を逆に組織していった。乳業も激しく
なりつつある乳業間競争の下では、量販店の安定した
販売量やチェ－ン店機能は大きな魅力であり、量販店
との契約取引を結ばざるを得ない。このことは量販店
と乳業との結合を強め、 の場合その見返りとして
通常納入価格よりも低い価格で契約することになり、
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飲用牛乳の注文方式などにおいても量販店の発言権を
強める結果となった ）。また量販店での販売は特売商
品としての性格が強く、販売間競争のために牛乳は常
に安売りされる傾向が強まってきた。例えば、仙台市
の牛乳 リットル換算の価格の推移（ 年に 円
であった量販店店頭価格が、 年には 円と大き
く下がっている）が示すように、量販店との取引量を
増やす過程で、飲用牛乳の末端価格が上昇しない構造
ができあがり、この傾向は現在も定着しているのであ
る。また量販店は特売や土日販売の販売戦略によっ
て、牛乳の発注量を日別に変動する形をとり、この特
売に応じた発注方式を定着させていった。さらに量販
店は、在庫調整を乳業側に負担させる形をつくった。
こうした販売店の発注に対応するため乳業は、製品計
画に日別変動体制を取らざるを得ない状況となり、そ
の結果として原料の確保を従来の定時定量取引から必
要時必要時取引へと変更していった。この傾向によっ
て、どの乳業も契約時の価格を量販店によってさらに
下げられ、もはや量販店との取引だけでは利益を得る
ことが難しい状態になっていった。
　そこで乳業はこの量販店への取引が増加する中で、
新たな戦略を考えなければならないようになり、その
ひとつとして、再び牛乳宅配店に注目し ､それとの関
係を強化した。具体的な販売強化策としては、宅配専
用の商品開発であった。それは、従来の牛乳に、カル
シウムやビフィズス菌などの栄養素等を添加すること
で、付加価値を高めるとともに、宅配専用牛乳の名称
を使い量販店やコンビニエンスストアで取り扱われて
いる牛乳、乳製品と差別化を図ることであった。
　このようにして乳業に再び注目され始めた牛乳宅配
店は現在に至るまでどのように変化をしてきたのだろ
うか。 年以降の牛乳宅配店の動向を把握すると大
きく つの特徴に整理することができる。第 は、

年以降、牛乳宅配店が減る中で、法人宅配店が
年から徐々にではあるが店舗数を増やしているこ

と、第 は、牛乳宅配店が店舗数を減らす中、 店舗
あたりの売上が伸びていること、第 は、法人宅配店
が数を伸ばすのとほぼ同時期に、 店舗当たりの従業
員数が増えたことである。このことは、 年以降 ､
牛乳宅配店の総数が減少する中で、販売力のある大型
の宅配店が登場し、多くの人手を使って経営規模を拡
大するとともに、大規模に事業を展開するといった牛

乳宅配店の企業化と捉えることができる。さらに各乳
業とも、以前のように数多くの宅配店を配置するので
はなく、宅配店のひとつひとつの規模を大きくし、力
のある宅配店で市場競争する少数精鋭主義的な店舗配
置を行う傾向にある。経済力のある宅配店は、販売促
進活動を積極的に行うことができ、その結果として顧
客を獲得、規模の拡大をすることが可能となる。
　本研究では、以上述べてきたように飲用牛乳流通経
路における牛乳宅配店の位置づけが見直しされた以降
の動向について、その実態を分析することを目的にし
ている。牛乳宅配店に注目した農業経済、農業地理学
の研究は、量販店流通が主流になる以前については、
いくつかあるが ）、牛乳宅配店が見直しされて以降の
研究は、ほとんどみることができない。本研究の具体
的な課題としては ､第 に仙台市を事例にして牛乳宅
配店の立地変遷の過程を明らかにすることであり、第
は、仙台市内の 牛乳宅配店を事例にして、顧客の
テリトリーの拡大方法と配達ルートの設定に見られる
顧客の維持管理システムを明らかにし、他店舗との商
圏競争の空間的棲み分けの実際を明らかにすることで
ある。
　主な方法としては、 事業所の営業の実際に関する
貴重な資料を提供していただき分析した。資料の性格
上調査時点から公表まで 年の期間を置いた。そのた
め本研究での実態は、現時点の仙台の牛乳宅配店の実
態とは異なっている。本研究の章構成は、Ⅱで、飲用
牛乳流通の変化に応じて、仙台市の牛乳宅配店の立地
変化を乳業系列などに基づいて分析した。Ⅲでは、宅
配を受けている消費者の属性分析を行ったうえで、牛
乳宅配店の商圏の拡大過程と配達ルート設定に見られ
るその維持管理システムの実際を明らかにした。Ⅳで
は、これらの分析を踏まえて、牛乳宅配店の商圏をめ
ぐる空間的競争の特徴を考察した。

Ⅱ　仙台市の牛乳宅配店

　仙台市の牛乳宅配業の歴史
　 年、仙台にミルクプラントは全部で ヶ所あ
り、独自に牧場で生乳を搾乳し、自らの工場で商品に
まで作り上げ、自らのオリジナルブランドとして仙台
市に牛乳を宅配していた。しかし 年に出された法
令の改正によって牛乳工場の衛生管理基準が高めら
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れ、仙台市にあった中小ミルクプラントは、設備・整
理などにおけるコスト面等でこの改正に対応しきれな
くなった。そして、仙台市の中小乳業は、 年頃か
ら大手乳業（明治、雪印、森永）を仙台に誘致し、契
約関係を結ぼうとしたのである。この誘致活動は、

年に明治乳業を誘致することに成功し、仙台市の
ミルクプラントの多くは、それぞれ独自に持っていた
顧客へ契約したメーカーの牛乳を配達した。また、当
時仙台市のミルクプラントとは異なる農協系ミルクプ
ラントとして 年に宮城酪農協同組合（宮酪乳業）
が名取市に操業した。その後、 年に宮城酪農協同
組合は、森永乳業と市乳委託製造契約を結んだ。仙台
市では 年から 年の間に、ほとんどのミルクプ
ラントが牛乳製造を廃業し、牛乳宅配店へ転換して
いったのである ）。 年になり、量販店が進出する
ようになると仙台市の牛乳宅配店も大きな打撃を受け
ることになり、 年の最盛期に 件あった牛乳宅
配店が、 年には 件と ％の減少となっている。

年から 年にかけて仙台市でも牛乳宅配業暗黒
時代を迎えることになった。しかし、 年代に入る

と乳業は再び、牛乳宅配店に力を入れるようになり、
宅配専用商品の開発を進めた。牛乳だけでなくヨーグ
ルトにまで宅配専用商品が開発されるようになってい
く。仙台市で約 年間変動のなかった宅配店の牛乳価
格が、 年になると価格が上昇していることから、
付加価値のある宅配専用商品を利用した牛乳宅配店に
よる事業展開の進展があったことがわかる。またヒア
リング調査した牛乳宅配店は、「 年頃から顧客が
一気に増えた。」ということを述べていて、実際この
宅配店は顧客が、 年から 年にかけて 件か
ら 件までに増えた。また、販促活動の成績も
と非常に高い割合となっていた。すなわち仙台市にお
いて 年は、“牛乳宅配業の顧客増大期” にあたる。
しかし、この状態は年々弱まり、ヒアリング調査した
販売店の販促活動の成績は、 年から 年で
から まで落ち込んだが、それでもこの増大期の到
来は、自信を失くしていた牛乳宅配店に自信とやる気
を与えることになった。この増大時期から、力のある
牛乳宅配店は積極的に販促活動を展開し、商圏を拡大
していった。このことは他方で、従来まであった宅配
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図 　開業年度別牛乳宅配店の立地
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店間の暗黙の縄張りを崩すものとなり、それは宅配
店・量販店間の競争に加え、宅配店・宅配店間の競争
を作り出すことになり、依然として厳しい状況の中、
宅配店の統廃合を進めることになった。すなわち、仙
台市における最近の牛乳宅配業は、乳業、消費者両方
からのニーズを受け、 年に最盛期を迎えるが、そ
れは逆に宅配店間の競争を激化させたこと、さらにそ
の結果として牛乳宅配店の統廃合が進んだことを示し
ていた。

　牛乳宅配店の立地変遷
　仙台市の牛乳宅配店の開業年度別に立地変化をみた
ものが図 である ）。時期区分としては、①牛乳宅配
が盛んだった 年以前に立地したもの、②量販店の
影響を受け始める時期の 年から 年に立地した
もの、③牛乳宅配が衰退する時期の 年から
年、④牛乳宅配の見直しが始まる 年から 年ま
での つに区分した。現在残っている事業所のうち回
答を得た 件で、 年以前の事業所は 件、 年
～ 年の事業所は 件、 年～ 年の事業所は

件、 年から 年の事業所は 件である。事業
所の時期別･規模別の立地分布をみると、開業年度が
古いものから新しいものになるにつれてより郊外に立
地する傾向があることが分かる。特に 年以降に開
業した牛乳宅配店に注目してみると、これらは 年
に 件、 年に 件、 年に 件で、いずれも郊
外に立地している。仙台地域の住宅地の広域化に伴い ）、
飲用牛乳需要が拡大し、牛乳宅配店も郊外に立地する
ようになったのである。これは牛乳宅配の新規需要が
郊外に拡大していくこと、さらに中心部には歴史のあ
る牛乳宅配店が数多くあり、すでに宅配牛乳の需要が
飽和状態であることによって、中心部への新規参入は
難しくなったためである。この宅配店の郊外への立地
は、商圏の拡大による宅配店間の競争にさらに拍車を
かけ、ますます統廃合を進めることになるのである。
　規模別の分布をみると、仙台市の中心部には、開業
時期が 年以前で、客数が 戸を下回る牛乳宅配
店が多く立地している。これらは、零細な経営規模の
ため、後継者の確保が難しく、廃業の可能性が高い。
廃業の場合は、牛乳宅配店の顧客は、同一乳業系列の
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図 　乳業系列別の牛乳宅配店の立地（ 年）

資料：ヒアリング調査による　　　　　



牛乳宅配店に引き継がれるか、他の牛乳宅配店の顧客
へ転換する場合もある。
　仙台市内のスーパーマーケットとコンビニエンス･
ストアの分布は、世帯密度とほぼ一致しており、消費
者行動に一致する形で高い密度で分布している。牛乳
宅配店は、スーパーマーケットとコンビニエンス･ス
トアの商圏とほぼ重なる形で立地しており、牛乳宅配
店は、この両者とシェア争いを行うことになる。中心
部の牛乳宅配店は、量販店などとの競争にさらされる
ものの、世帯密度の高い地域の方が販売促進・配達の
両面からみて効率も高いので、量販店とは異なるサー
ビスとしての宅配や宅配専用の差別化商品の投入に
よって、競争している。他方、郊外の牛乳宅配店は、
配達ルートの拡大によって広い範囲で顧客を確保し
て、量販店などと競争しているが、配達ルートの無計
画的な拡大はコストの上昇を招くので、計画的で効率
的な顧客テリトリーの確保が常に求められている。
　図 は、乳業系列毎の牛乳宅配店の立地を示したも
のである。仙台市内の牛乳宅配店の系列分布では、明
治乳業の比率が高いことがわかる。これは、前述した
ように牛乳宅配業の前身である仙台市の多くのミルク
プラントが、明治乳業を誘致した歴史的背景がある。
明治乳業に次いで多いのが森永乳業系列の宮酪乳業で
ある。雪印のシェアは、限定されているが、県内の山
田乳業や全酪連系の乳業などのその他は広く分布して
いる。乳業別の牛乳宅配店の配置の特徴をみると、ど
の乳業も共通していることは、中心部に大規模の牛乳
宅配店を配置するとともに、それを囲むように郊外に
も比較的規模の大きい牛乳宅配店を配置していること
である。これは、乳業側の少数精鋭の企業型牛乳宅配
店を作って、事業所の経営能力を高めていこうとする
販売戦略からくるものである。また、牛乳宅配店の統
廃合を機に、意図的に廃業した牛乳宅配店の顧客を中
心部の牛乳宅配店と、郊外に立地する牛乳宅配店に積
極的に振り分けて、中心部に拠点となる規模の大きい
牛乳宅配店と郊外の拠点となる牛乳宅配店を配置し
て、空間的に顧客のシェアを獲得しようとしているこ
とも指摘できる。　
　以上のように、仙台の牛乳宅配店の立地の特徴は、
第 に開設時期が古く、規模の零細な牛乳宅配店の廃
業を機に牛乳宅配店の統廃合が進んでいることであ
る。この統廃合は、廃業した顧客を中心部と郊外の拠

点牛乳宅配店に振り分けながら進められている。第
は、配達効率が良く世帯密度の高い中心部と配達効率
が良くないものの、顧客の拡大が見込まれる仙台市中
心部の周辺の新興住宅地域（郊外地域）の 地域に拠
点を置いて、空間的に顧客のシェアを取り合う系列乳
業の戦略が明確になっていることである。

Ⅲ　仙台市における牛乳宅配店の存立形態

　ここでは、前章で検討した仙台市の牛乳宅配店の系
列企業による配置戦略が、どのように行われているか
を検討する。事例として仙台市の中心部周辺の新興住
宅地を配達テリトリーに持つ、 宅配店を取り上げ、
販売促進行動と配達テリトリーの維持管理システムの
実際を検討する。 宅配店は、 年に仙台市泉区に
開業し、その宅配範囲は仙台市内にとどまらず、隣接
する富谷町、大和町にも及んでいる。仙台市内では、
店舗が立地する泉区にだけでなく青葉区の作並や新川
といった距離の離れている地区を配達範囲としてい
る。また廃業した牛乳宅配店の配達区域を引き継いだ
若林区においては、沖野まで商圏とする比較的広域の
宅配範囲となっている。

　宅配利用者の特徴と販売戦略
　牛乳宅配店を利用する客層は、量販店などと競合し
ないことが前提となるが、 宅配店の顧客について、
年齢層と購入品目の嗜好について調査した。 宅配店
の顧客数は 名であるが、これを年代別に表わすと
％が 歳以上、次いで 歳代が ％、 歳第 ％、
歳代 ％、 歳代 ％となる。牛乳宅配への需要は、
年齢が高くなるにつれてあがり、 歳代、 歳以上層
を合わせると となり、牛乳宅配需要は、高齢者を
中心に発生していることがわかる。これは宅配サービ
スが、高齢者のニーズにうまく合致したためといえ
る。高齢になるほど体力が落ち、 リットルの牛乳は
重く感じる。さらに、スーパーマーケットで扱われる
牛乳のほとんどが リットルであり、高齢化にとも
なってスーパーで牛乳を買って家まで運ぶのはどんど
ん大変になってくること、および自家用車などにも乗
らなくなってくることによって、行動範囲が一気にせ
ばまる。こういったことから、高齢者にとっては牛乳
配達サービスは魅力がある。
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　表 は、 宅配店の顧客がどのような種類のものを
購入しているのかを大きく つのグループにわけて表
したものである。全体として、圧倒的に加工乳のみの
購入形態が多く、牛乳（成分無調整牛乳）のみの購入
形態は少ない。 タイプと タイプはどちらも加
工乳購入しているパターンだがどの年代においても、
割か 割近くと高くシェアを占めている。また、
に関しては、 代 ％、 代 ％、 代 ％、
代 ％と年齢が高くなると需要が高まっていく傾
向にある。加工乳は、 種類あり、 つはカルシウム
を添加したもの（カルシウム加工乳）、 つはビフィ
ズス菌を加えたもの（ビフィズス菌加工乳）、 つは
脂肪分を高めたもの（脂肪加工乳）である。ここ最近、
健康ブームや美容ブームが起こり、それに伴った健康
食品、美容食品が新たに市場に出回るようになった。
これに対し、各乳業とも独自の商品開発を進め、こう
した健康ブームに対応したのである。カルシウム補充
や “お腹にやさしい” ビフィズス菌、さらに毎朝の便
通をよくするような商品まで様々に開発され、宅配商
品は多品種を取り扱うようになった。このような加工
乳を中心とした牛乳宅配店の多品種商品展開は、例え
ば、カルシウム加工乳なら骨が弱ってくることが気に
なる高齢者に、便通をよくする加工乳なら女性に、と
いった特定の顧客のニーズに合わせることができるも

のであり、その結果として、カルシウム牛乳をメイン
においた 宅配店は、高齢者を中心に顧客を得るこ
とができたのである。このことは、高齢者需要をさら
に高めるとともに、特定の顧客ニーズに合った商品を
数多く取り扱うことで、全体として顧客を増加させう
ることにつながったのである。
　さらにこの多品種展開は、特定の顧客を得るだけで
なく、顧客の入れ替わりにも影響する。牛乳宅配店は、
苦労の末契約した顧客となるべく長い間契約を交わせ
れば、収入の安定だけにとどまらず、配達コースの設
定などを安定させることができる。このように牛乳宅
配店は顧客の減少をなるべく小さくすることが課題と
なっている。また、牛乳宅配は週に最低一回は配達さ
れるので、マンネリ化しやすい。そこで、多品種の商
品を取り扱うということによって顧客減少を止めるこ
とが可能となる。もちろん、カルシウム加工乳、ビフ
ｲズス加工乳、脂肪加工乳は、それぞれの一本あたり
の利益は、成分無調整牛乳と比べると ～ 円高く
なっており、加工乳中心の販売戦略は、 宅配店の経
営を安定させている。
　以上 牛乳宅配店の客層について考察してきたが、
大きなポイントとして、配達サービス、多品種取り扱
いがあげられる。この つのポイントは高齢者ニーズ
にあったもので、高齢者を中心として顧客を得ること
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表 　 宅配店における顧客の購入品目

　実　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件数 　年代別購入形態比　　　　　　　　　　　　　　単位：％
年齢 Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計 年齢 Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計

代 代

代 代

代 代

代 代

代 代

計 計

　購入形態別年代の割合　　　　　　　　　　　　単位：％
　＜凡例＞ 年齢 Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計

Ａ …加工乳
Ａ …加工乳と牛乳、ヨーグルト、飲むＹ、その他
Ｂ……牛乳、牛乳とヨーグルト、飲むＹ、その他
Ｃ……ヨーグルト、ヨーグルトと飲むＹ、その他
Ｄ……飲むＹ、飲むＹとその他
Ｅ……上記以外のもの

代

代

代

代

代

計

資料；アンケート調査より作成　



となった。この配達サービスのメリットは家に牛乳が
届くことである。この配達を利用する人は高齢者だけ
ではなく、肢体不自由といった障害者も顧客としてい
る。さらに従来の少品種の取り扱いから多品種になる
ということは、顧客側からすれば、商品選択を自由に
できるようになったということである。また各栄養を
添加し、特定の顧客にある程度ターゲットをしぼるこ
とで、消費者側としても、自分にあった商品を見つけ
やすく、あまり悩んだりしなくてもよくなる。このよ
うなポイントが、とりわけ高齢者ニーズや健康、美容
ブームとうまく合致して、顧客の増加となったのであ
る。

　宅配領域の拡大プロセスと配達体制
　高齢者の顧客をターゲットにした 宅配店の販売
戦略を可能にするのは、最もコストのかかる配達体制
を効率的に設定することである。更に、配達体制の設
定は販売促進や牛乳宅配店の統廃合によって乳業から
振り分けられる配達区域の拡大などに対応しながら、
再編成しなければならない。

　① 宅配店の配達区域の拡大プロセス
　図 は、 宅配店の 年から 年にかけての新
規契約者の分布の編成を示したものである。 年に
開業した 宅配店は、店舗のある長命ヶ丘周辺地域、
泉区では、加茂・高森・南中山・北中山・実沢・さら
に青葉区では、中山・桜ヶ丘・南吉成・吉成などの地
域で販売促進活動を重点的に行い、顧客を増やして
いった。特に長命が丘で 件とかなり多くの新規契約
件数をえることができた。これは主に近所つきあいや
知り合い、知人関係などを利用していったからであ
る。
　 年の商圏拡大は、まず 年度に販売促進活動
をした長命が丘周辺地域のさらに縁辺部で販売促進活
動を展開し、顧客を得た。さらに、廃業になった牛乳
宅配店の顧客を引き継ぐ形で、泉が丘、富が丘地域、
若林区、愛子方面といった 宅配店から比較的距離
のある地域まで商圏を拡大したのである。
　 年の商圏拡大は、 年に引き継いだ地域を基
に “点から線へ” つなぐために、とりわけ愛子方面で
販売促進活動を進めた。さらに他の牛乳宅配店やスー
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図 　Ａ宅配店の年度別新規契約者の分布

資料：Ａ宅配店資料　　　　　

年

年

年

年



パー・コンビニとの競争の中で、新しい住宅地である
錦が丘、赤坂、愛子方面といった地域に新たな需要を
見出し、商圏を拡大していったのである。
　 年の商圏拡大は、乳業から振り分けられた顧客
のいる地域で販促活動をするとともに、従来通り愛子
方面、新しい住宅団地で販促活動を行い、さらに商圏
を拡大させた。また販促方法も工夫し、より多くの顧
客増加を目指したのである。
　以上の商圏拡大プロセスについて検討してきたがこ
れをまとめると、 牛乳宅配店は、宅配店のある長命
が丘周辺で顧客を獲得していったが、宅配店間の激し
い競争によって、徐々に飽和状態となり、さらにその
周辺地域へと顧客を求めるとともに、他に宅配店が余
り開拓していないと思われる新しい住宅団地や、愛子
方面でも顧客を獲得し、商圏を拡大・広域化させて
いった。また拡大化していく過程で廃業していく宅配
店の顧客を引き継ぎ、さらに乳業から振り分けられた
顧客を獲得し、さらにより効率の良い配達を実現する
ために、その配達ルートの通過地域などで顧客増加を
はかったのである。

　②効率のよい配達ルートの設定
　 宅配店は、現在月・水・金配達と火・木・土配達
に分け 種類の配達ルートを持つ。図 は、 宅配店
の月・水・金の配達ルートである。赤色の線は、正社
員の早朝ルート、緑色･黄緑色の線はともにもう一人
の正社員のルートで、緑色が早朝ルートで黄緑色が午
後ルートとなっている。さらにパートを 人使って、
水色･黄色の早朝ルート、紫色の午前ルート、茶色の
午後ルートをそれぞれ配達している。このように、早
朝の配達ルート 本、午前ルート 本、午後ルート
本を設定して、従来の早朝一括配達とは違う時間帯の
配達方式を採用している。これは時間をずらして多様
な配達ルートを最小限の人数とコストで対応するもの
である。また、配達ルートの距離でみると、正社員の
ルートは店舗から遠い配達地域を担当するもので、
パートの配達地域は比較的まとまった地域を担当する
よう配慮されている。早朝ルーと比べて午前と午後の
ルートは、特定の地域に定まっておらず、いろいろな
地域を配達するように設定されている。
　図 は、火・木・土の配達ルートである。このルー
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図 　Ａ宅配店の月・水・金配達ルート

資料：Ａ宅配店資料　　　　　



トは全部で つあり、すべてが早朝コースとなってい
る。紫色ルートと緑色ルートが正社員、それ以外が
パートによって配達されている。配達場所を見ると正
社員が広い配達区域を担当するのに対して、パートは
店舗周辺のまとまった配達区域を担当している。図
と図 を重ねると配達頻度の高い地域として青葉区の
特に中山、川平を中心とした地域が指摘できる。この
地域は、 つの宅配店からの引継ぎついだ顧客が集中
する地域であると同時に毎年コンスタントに顧客を得
ている地域であって、 宅配店でしっかりとコース
設定できない状態となっている。さらに消費者の希望
曜日・時間を最大限生かそうとする 宅配店の方針
もあり、中山一帯の地域は入り組んだ配達コース設定
となっている。また青葉区の高野原、愛子方面といっ
た比較的距離のある地域に毎日配達するようになって
いる。これは今述べてきた 宅配店の方針、さらに
この地域一帯を一度に配りきることの困難さなどから
設定されたコースであるが、今後よりスムーズにする
改善の余地がある。
　配達ルートの設定の検討から大きく つの特徴が読

みとれる。第 は配達時間の問題で、従来の早朝一括
配達ではなく、早朝・午前・午後と 段階に分けて配
達している。これは 宅配店の、消費者の要望をな
るべく反映させるという経営方針や、時代の流れから
来る消費者ニーズ、例えば、「市街地で早朝配達だと
物騒だから手渡しがいい」とか、オートロックのマン
ションで直接渡すしかない、などに、対応する形で、
配達時間を早朝・午前・午後と工夫し、顧客の増加、
契約に維持をはかったのである。第 は、配達地域と
配達頻度の問題で、 牛乳宅配店にとって頭を悩ます
問題であり課題である。これは、配達区域の拡大プロ
セスがやや複雑であり、それに完全に対応しきれてい
なかったことに加え、他の宅配店から顧客を引き継い
だ場合、すぐ直後に半分の顧客がやめてしまう傾向が
あるため、 宅配店の配達時間・配達ルートをなる
べく変更しないで配達するように心懸けている。さら
に 宅配店は顧客の要望をなるべく反映することと、
効率の良い配達ルートの設定といった条件を考慮した
中で、配達ルートを設定していった。すなわち顧客の
変動が激しい地域で、顧客の要望と配達効率のあいま
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図 　Ａ宅配店の火・木・土配達ルート
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で頭を悩ませ、特に中山周辺でややは入り組んだ配達
ルート設定となったのである。すなわち 牛乳宅配
店は、顧客の要望を取り入れるため、従来の朝一括配
達型から、早朝・午前・午後の つのルートを設定す
るといった工夫をし、顧客の増加、定着に努力してい
るのである。またその反面、顧客の要望を最大限生か
した効率の良い配達ルートの設定が課題となってい
る。
　以上 牛乳宅配店の拡大プロセスと配達システム
について考察してきたが、特徴的なのは、廃業した牛
乳宅配店の顧客の引継ぎのための配達システムの再編
成である。牛乳宅配店の商圏の拡大にとって、顧客の
引継ぎは有効であるが、逆に顧客を引き継ぐことに
よって従来整っていた配達ルートや配達区域を変更し
なければならなくなる。商圏を拡大させることは、配
達の面で移動距離を長くすることであり、配達コスト
が高くなる。また、商圏の拡大は配達エリアを広げる
ことであり、一定の時間までに配達を完了させるため
には、パートを雇用して配達しなければならなくな
る。とくに、引き継ぎの顧客の減少を防ぐためには、
引継ぎの顧客へ従来配達されていた時間や曜日で配達
することが要求されるので、それを満たすための配達
ルートの再編成やパートの再配置を工夫することとな
る。牛乳宅配店の統廃合が進む中で、廃業した宅配店
の顧客を引き継ぐことは、かなりのリスクを背負うこ
ととなるが、厳しい商圏競争の下では、商圏を拡大し
続けなければならない現在、配達のシステムの工夫で
対応しているのが実情である。このように、牛乳宅配
店の継続を可能にする要因は、他店舗の商圏とは異
なった商圏の創出といった市場空間の棲み分けと新た
に引き継いだ配達区域や販売促進した配達区域を踏ま
えた配達ルートの再編といった労働力配分の空間利用
を行っていることである。

Ⅳ　おわりに

　乳業側の販売戦略と時代が求めるニーズによって、
とりわけ 年以降、全体として牛乳宅配店が数を減
らす中、法人宅配店が増加し、同時に一店あたりの従
業員が増え始めた。これは牛乳宅配店が統廃合され
て、従来の家業的なものから企業的な牛乳宅配店が生
まれるようになったことを意味していた。乳業側も数

多くの牛乳宅配店を組織するのではなく、いくつかの
力を持った拠点となる牛乳宅配店を組織する傾向に
なった。
　仙台市では、 年に牛乳宅配業の顧客の増大期を
迎えた。これによって力のある牛乳宅配店は、一気に
顧客を増やし、さらに商圏を拡大させていった。また
このことは他方で、従来あった暗黙のテリトリーを崩
すものとなり、これは量販店・牛乳宅配店間の競争
に、牛乳宅配店同士の競争を含むことになり、競争を
ますます激化させることとなった。 年以降に開業
した牛乳宅配店は郊外に立地していて、古い牛乳宅配
店ほど中心部に多い。さらに各乳業は仙台市中心部
と、それを囲むように規模の大きい牛乳宅配店を配置
している。これは乳業の思惑が大きく影響している。
またこのことは、仙台における宅配需要が、住宅地の
郊外化の進展によって高まり、牛乳宅配店は郊外に立
地するようになる。さらに各牛乳宅配店が商圏を拡大
することでさらに牛乳宅配店間の競争が激化し、牛乳
宅配店の統廃合をさらに進めることとなったのであ
る。
　事例とする 宅配店も、牛乳宅配の顧客増大期に
あたる 年に長命ヶ丘に進出した。 宅配点の拡大
プロセスは、販売促進活動による商圏の拡大と、廃業
した同系列乳業の牛乳宅配店の持つ顧客の引継ぎの
つである。牛乳宅配店が、販売促進活動を行う客層は、
高齢者である。 宅配店も 歳代以上の顧客が ％を
超え、高齢者の健康ニーズに合わせた加工牛乳の他
ヨーグルトなど他品種の商品の取り揃えや顧客のニー
ズに応じたきめ細かな宅配サービスによって、顧客の
拡大と定着を図っている。こうしたサービスを可能に
するのは、効率的な宅配システムの運用である。宅配
システムは、顧客の分布、配達時間の要望、配達パー
トの雇用時間などを考慮した配達ルートによって構成
されている。しかし、販売促進による商圏の拡大と廃
業した系列牛乳宅配店の顧客の引き継ぎの発生によっ
て、絶えずこの販売ルートを再編成することが必要と
なっている。特に系列乳業の牛乳宅配店の廃業による
顧客の引き継ぎは、現在の仙台市内の牛乳宅配店間競
争や後継者不足による宅配店の統廃合が進む中では、
必然的に生じる。乳業も商圏を維持するために同じ系
列の牛乳宅配店に引き継ぎを指示することになる。指
示された牛乳宅配店は引き継ぎを断ることは難しく、
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配達ルートの再編成によって対応することになる。そ
の意味で、現在の仙台市内の牛乳宅配店が、経営を継
続するためには、いかに効率的な配達ルートを作成す
るかが重要な鍵となっている。それもパート雇用など
によるコストの上昇を防ぎ、従来の顧客と引き継いだ
顧客の配達希望時間を守りながら、配達ルートを作成
することになる。まさに牛乳宅配店の配達ルートは、
その時々の経営戦略そのものといえる。
　以上、仙台市内の牛乳宅配店の立地変遷と牛乳宅配
店の経営戦略の実態を検討してきた。今後も、熾烈な
宅配店・量販店間の競争や牛乳宅配店間の競争がのな
かで、牛乳宅配店の統廃合も進み、牛乳宅配店はさら
に数を減らすとともに、少数の牛乳宅配店がさらに宅
配サービスを進めていくことが予想できる。さらに、
今後コンビニエンス･ストアが配達サービスに参入し
つつあることを考慮すると牛乳宅配店の今後は、さら
に厳しいものがある。しかし、牛乳宅配業は、配達サー
ビスの特徴からみて今後も高齢者や障害者を中心に必
要とされる高齢化社会のサービス業という性格を強め
ている。さらに、牛乳の宅配流通経路は、牛乳瓶リサ
イクルという持続可能な循環型流通システムの つと
いえる。今後、牛乳業界での過剰な競争の調整を行い、
牛乳宅配サービス業の発展を乳業界全体で模索するこ
とも課題となる。

　この論文は、伊藤慶の卒業論文を、小金澤の責任で再編集し

たものである。なおこの成果については、 年 月の東北地

理学会秋季大会で報告した。この論文作成の調査にあたっては、

仙台市内の牛乳宅配店の多くの皆さんにご協力を頂いた。記し

て謝意を表したい。とくに 宅配店の皆様には、貴重な資料を

提供して頂いた。改めて謝意を表したい。

注

）小金澤（ ）（ ）を参照のこと。

）小金澤（ ）を参照のこと。

）農業経済学では、川島（ ）（ ）で、農業地理学

では小金澤（ ）で分析されている。

） 年の牛乳年鑑（㈶全国飲用牛乳協会発行）には、

のミルクプラントが掲載されている。それらは、飯田牧場

（宮城野町）、早川ミルクプラント（花壇）、愛光舎（中島町）、

近藤牧場（小田原）、今野牧場（米ケ袋）、仙台牛乳（北六

番丁）、アライ（原町苦竹）、入間ミルクプラント（小田原）、

残間牧場（岩切）、みうらミルクプラント（小田原）、千葉

牧場（中田町）、斉藤農場（南小泉）、富沢ミルクプラント（富

沢）、伊藤ミルクプラント（新坂通り）の 事業所であった。

） 年現在で、タウンページに掲載されていた 件の牛

乳宅配店にヒアリング調査を行った。このうち、 件から

回答が得られた。

）仙台市の住宅地の拡大過程については、小金澤他（ ）

で概説してあるので参照されたい。
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